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 この蒸気
じょうき

機関車
きかんしゃ

は「下工
くだこう

弁慶号
べんけいごう

」と呼
よ

ばれ、「ものづくりのまち」下松市
くだまつし

で昔
むかし

の

技術
ぎじゅつ

を知
し

る資料
しりょう

として大切
たいせつ

にされているんだって。この機関車
きかんしゃ

は、１９０７（明治
め い じ

４０）年
ねん

に石川島
いしかわじま

造船所
ぞうせんしょ

で製造後
せいぞうご

、徳山
とくやま

海軍
かいぐん

練炭
れんたん

製造所
せいぞうしょ

で使用
し よ う

されていたもので、

その後
ご

、山口
やまぐち

県立
けんりつ

下松
くだまつ

工業
こうぎょう

学校
がっこう

（現在
げんざい

の下松
くだまつ

工業
こうぎょう

高等
こうとう

学校
がっこう

）が譲
ゆず

り受
う

け、原動機
げんどうき

実習
じっしゅう

教材
きょうざい

として活用
かつよう

されたそうです。また笠戸
か さ ど

島
じま

には、日立
ひ た ち

 

製作所
せいさくしょ

笠
かさ

戸
ど

工場
こうじょう

で製造
せいぞう

された「Ｄ
ディー

51型式
かたしき

592号
ごう

機関車
きかんしゃ

」が、 

海
うみ

を臨
のぞ

む高台
たかだい

に展示
て ん じ

してあったよ！この機関車
きかんしゃ

は主
おも

に山陽
さんよう

本線
ほんせん

 

を３０年
ねん

以上
いじょう

にわたって走
はし

り、引退
いんたい

までに走
はし

った距離
き ょ り

は地球
ちきゅう

約
やく

 

５０周
しゅう

分
ぶん

にもなるんだって！今
いま

は新幹線
しんかんせん

 

車両
しゃりょう

の製造
せいぞう

で知
し

られる下松
くだまつ

だけど、その 

技術
ぎじゅつ

はずっと昔
むかし

から受
う

け継
つ

がれた 

ものなんだね。 

 

ほしいな！ 

【参考文献「島地川ダムリーフレット」】 

昔
むかし

の技術
ぎじゅつ

を今
いま

に伝
つた

える存在
そんざい

「下工
くだこう

弁慶号
べんけいごう

」「Ｄ
ディー

51」 

 みなさんは、「鉄道
てつどう

」をよく利用
り よ う

しますか。県内
けんない

各地
か く ち

を結
むす

ぶ交通
こうつう

手段
しゅだん

の一
ひと

つで、 

地域
ち い き

の人々
ひとびと

の「生活
せいかつ

の足
あし

」としても欠
か

かせない存在
そんざい

ですね。今月
こんげつ

出前
で ま え

授業
じゅぎょう

を行
おこな

っ

た、下松
くだまつ

市立
し り つ

米川
よねがわ

小学校
しょうがっこう

のある下松市
くだまつし

は、古
ふる

くから鉄道
てつどう

車両
しゃりょう

 

の生産
せいさん

が盛
さか

んな町
まち

です。そんな下松市
くだまつし

の市
し

役所
やくしょ

と笠戸
か さ ど

島
じま

には、 

何
なん

とも 趣
おもむき

のある蒸気
じょうき

機関車
きかんしゃ

が展示
て ん じ

してあります。なっとくん 

と見
み

に行
い

ってきました。いろんな発見
はっけん

もありましたよ。 

Community Museum「地域の宝・学校の宝」 学校を中心とした地域の教育的環境の活用をめざして 

なるほどなっとくニュース  

な っ と く ん の 

なっとくんの「なるほどなっとくニュース」は、県立山口博物館ホームページでダウンロードすることができます。 

Community 
Museum 

 

下工弁慶号・Ｄ51 

 

マンホールのふたに 

マンホールのふた 

展示格納ブース 

下工弁慶号 エンブレム 

下
工
弁
慶
号 

展示
て ん じ

格納
かくのう

ブース 

Ｄ51（愛称
あいしょう

：デゴイチ） 


